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真
夏
の
到
来
を
思
わ
せ
る
暑
さ
の
中
、
6
月
1
8
日
か
ら

8
世
議
1
5

畔
駆
駆
鶴
賑
　
　
　
　
　
2
5
日
ま
で
の
八
日
問
第
二
回
定
例
会
が
開
か
れ
た
。

聯
細
舐
蝦
鵬
　
　
　
　
　
　
初
日
の
1
8
日
に
は
、
区
長
の
招
集
あ
い
さ
つ
、
各
派
代

行
衡
　
徹
　
　
表
質
問
が
行
詫
そ
の
あ
と
区
長
か
議
案
が
提
出
さ

発
発
　
　
発
　
　
　
　
　
れ
た
。
翌
1
9
日
に
は
、
区
政
一
般
駈
晶
凹
が
、
十
人
の
議
員

o
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自
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公
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、
共
産
、
社
会
各
ニ
ヘ
民
社
、
無
所
属
・

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
各
一
人
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
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提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
特
別
職
の
給
与
・
議
員
の
報
酬
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●
世
田
谷
区
民
会
館
ホ
ー
ル
改
修
工
事
請

　
負
契
約
　
二
件
（
賛
成
全
員
）

O
建
　
　
築
　
工
費
口
一
億
〇
五
〇
〇
万
円

0
電
気
設
備
　
工
費
11
一
億
九
五
〇
〇
万
円

　
工
期
は
二
件
と
も
54
年
1
0
月
3
1
日
。
工
躯
個
所

は
、
客
席
の
取
替
え
、
内
壁
塗
装
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ビ
ヅ
ト
の
改
修
な
ど
、
い
す
を
大
き
く
す
る
の

で
、
客
席
数
は
四
八
減
っ
て
．
、
、
、
，
．
一
席
に
な
る

委
員
会
審
議
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ヒ
ヅ
ト
の
必

要
性
、
音
響
効
果
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。

●
船
橋
児
童
館
改
築
、
丁
事
靖
負
契
約
（
賛
成
全
員

　既存の児

璽
館
が
老
朽
化
し
た
た
め
。
工
費
口

九
じ
八
0
万
円
　
工
期
H
5
5
年
3
月
1
0
日

●
水
防
・
応
急
措
置
従
事
者
へ
の
損
害
補

　
償
条
例
の
一
部
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
区
の
防
災
業
務
に
従
事
し
た
者
に
対
す
る
損
害

補
償
の
う
ち
、
補
償
基
礎
額
・
葬
祭
補
償
額
な
ど

を
引
き
h
げ
た
。

●
区
議
・
特
別
職
等
の
報
酬
・
給
与
・
費

の
改
定
を
は
じ
め
と
す
る
条
例
の
改
正
・
廃
止
十
七
件
、

工
事
請
負
契
約
三
件
、
区
道
路
線
の
認
定
十
二
件
の
合
計

三
十
二
件
。
い
ず
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も
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当
委
員
会
で
の
審
議
を
経
た
の

ち
、
最
終
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
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人
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案
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す
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て
閉
会
し
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毘
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反
対
日
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用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
士

0
区
議
・
正
副
議
長
・
正
副
委
員
長

○
区
長
・
助
役
・
収
入
役

O
教
育
委
員

O
教
育
長

O
選
挙
管
理
委
員

O
監
査
委
員

0
農
業
委
員

O
区
の
附
属
機
関
の
構
成
員

関
係
記
事
は
、
二
ぺ
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ジ
に
掲
載
。

部
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正
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＋
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○
選
挙
長
・
管
理
者
・
立
会
人
（
賛
成
全
員
）

○
議
会
、
選
管
、
監
査
委
員
会
、
農
業
委
員
会
の

求
め
に
応
じ
て
出
頭
し
た
関
係
人
（
賛
成
全
員
）

●
自
然
的
環
境
の
保
護
・
回
復
条
例
の
一

　
4
月
の
組
織
改
正
に
伴
い
、
委
員
数
を
一
名
ふ

●
基
本
構
想
審
議
会
粂
例
の
廃
止
（
賛
成
全
員
）
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●
職
員
の
旅
費
条
例
の
一
部
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
国
の
改
定
に
伴
う
日
当
・
宿
泊
料
等
の
引
上
げ

と
、
グ
リ
ー
ン
車
使
用
範
囲
の
縮
小
な
ど
、

●
特
別
職
の
選
任
同
意
　
二
件
（
賛
成
全
員
）

O
助
役

0
収
入
役

増
村
荘
太
郎
（
再
任
）

大
石
　
秀
吉
（
再
任
）

●
農
業
委
員
会
選
任
委
員
の
推
薦
（
賛
成
全
員
）

　
議
会
の
推
薦
に
よ
り
区
長
が
選
任
す
る
委
員
と

し
て
、
中
村
大
吉
（
自
民
）
・
山
口
　
昭
（
白
民
）

・
高
木
正
忠
（
民
社
）
議
員
を
推
薦
。

●
報
告
十
四
件

O
昭
和
5
3
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

O
昭
和
5
3
年
度
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

O
昭
和
53
事
業
年
度
脆
田
谷
区
土
地
開
発
公
柱
の

経
営
状
況

〆

O
昭
和
5
4
事
業
年
度
世
田
翁
区
七
地
開
発
公
社
の

経
常
状
況

○
豊
肴
板
収
去
請
求
の
訴
え
提
起
の
専
決
処
分

○
下
水
道
枝
線
工
事
契
約
金
額
変
更
の
專
決
処
分

○
公
務
中
の
交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
賠
償
額
決

定
の
曹
決
処
分
　
二
件

O
例
月
出
納
検
査
報
告
　
四
件
（
5
3
年
12
月
～
5
4

年
3
月
分
）

○
昭
和
5
3
年
度
定
期
監
査
報
告
　
二
件

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
十
二
件
（
賛
成
全
員
）

所　　在　　地 延長（m〉

皆林一丁目36・39 205．21

若林四丁目21～25 208．10

桜h水三丁目15～17 246．19

桜新町一丁目28・36 53．98

中町二〕’目1ト13，20～21 365．85

中町二r目22～28 667．85

鯉耗二丁目1，野毛三「目2 46．11

野毛三丁「116～18 70．31

岡本三r目25・39 123．80

砧一丁口28 82．65

砧一丁目29 44．69

喜多見ノL　r目7 74．18

合　　　　計 2，188．92

＼
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区
民
と
と
も
に

基
本
計
画
の

実
現
を
め
ざ
す

　
私
の
区
長
と
し
て
の
第
一
期
目
は
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
は
田
谷
」
建
設
の

”
胎
動
の
時
代
”
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
区
民
本
位
の
区
政
実
現
の
た
め
、

区
民
要
望
の
実
現
可
能
な
も
の
を
極
力

実
行
す
る
一
方
、
区
政
の
長
期
的
な
基

本
的
指
針
で
あ
る
基
本
構
想
と
こ
れ
に

ぐ

舷
基
づ
く
基
衣
計
画
を
簾
定
し
た
こ
と
な
ど
に
表

　

鹸
わ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
第
、
一
期

　

献
目
は
、
基
本
計
画
に
、
小
さ
れ
た
諸
施
策
を
体
系

　

舷
的
に
突
現
す
べ
く
．
実
践
の
時
代
”
に
し
た
い

勲舷
と
考
え
て
い
ま
す
、

献
，
　
こ
れ
ま
で
私
は
、
”
公
選
区
長
”
の
重
責
を
認

　

触
識
し
、
区
民
に
期
待
さ
れ
る
自
治
体
づ
く
り
と
、

　

鹸
区
民
と
区
政
と
の
信
頼
の
確
亘
を
め
ざ
し
て
取

オ

勲
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
区

ぐ

触
議
会
全
会
派
を
は
じ
め
、
多
数
の
区
民
の
信
頼

　

婦
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
私
は
、
こ
の
こ
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と
を
深
く
肝
に
銘
じ
、
身
を
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に
し
て
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の
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

解
決
に
あ
た
る
決
意
で
あ
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今
後
四
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要
な
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財
源
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齢
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ガ
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べ
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柱
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計
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楽
観
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な
い
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す
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か
し
後
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退
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ま
せ
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と
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に
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、
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で
す
、
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政
の
当
面
す
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本
計
画
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簾
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1
0
月
を
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
途
に
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ほ
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掌
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醸
成
な
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取
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組
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ま
い
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な

り
ま
す
。
区
議
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並
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の
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様
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区
の
経
費
は
、
そ
の
年
度
の
収
入
で
ま
か

な
い
、
し
か
も
、
そ
の
年
度
内
に
必
ず
支
出

し
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
と
い
い
、
区
の

収
人
と
支
出
を
一
年
こ
と
に
区
切
っ
て
、
お

金
の
や
り
く
り
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
た

め
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
爵
算

を
効
率
よ
く
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、
い
く
つ
か
の
例
外
が
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
く
り
こ
し
め
い
な
エ
ひ

て
い
ま
す
。
　
「
繰
越
明
許
費
」
や
「
事
故
繰

越
し
」
も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
繰
越
明
許
費
」
は
、
そ
の
年
度
内
に
支
出

が
終
わ
ら
な
い
と
．
♪
想
さ
れ
る
も
の
を
、
あ

ら
か
じ
め
弄
算
に
定
め
て
、
繰
越
す
こ
と
を

予
定
し
て
お
く
も
の
で
す
。

「
嘔
故
繰
越
し
」
は
、
避
け
ら
れ
な
い
事
故

な
ど
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
そ
の
年
度
内

に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
と
き
に
、
翌
年
度
に

繰
越
す
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も

．
事
故
”
で
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
予
算
に

定
め
て
お
く
必
要
は
な
く
、
区
長
の
権
限
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
区
長
は
、
こ
れ
ら
の
繰
越
し
を
し
た
と
き

は
、
翌
年
度
の
5
月
3
1
日
ま
で
に
一
定
の
様

式
で
計
算
書
を
年
成
し
、
次
の
議
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
世
田
谷
区
の
5
3
年
度
の
「
繰
越
明
許
費
」

は
、
1
0
件
H
二
億
九
二
一
、
一
九
万
四
千
円
、
「
事

故
繰
越
し
」
は
、
n
件
口
、
二
億
二
四
六
八
万

三
三
四
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
議
会
を
傍
聴
し
よ
う
！

　
世
田
谷
区
議
会
は
み
な
さ
ん
⑳
区
議
会
で

す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
傍
聴
は
、
本
会
議
だ

け
で
は
な
く
、
委
員
会
も
で
き
ま
す
。
第
三

回
定
例
会
は
9
月
に
開
か
れ
る
予
定
で
す
、

傍
聴
券
の
こ
と
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

区
議
会
噴
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



　
沁

　
馬
一

　
遜
気
疎
ヨ
瓶撒鑛、

離謡覇
糞
民
党
－

質
問
　
鈴
木
都
知
事
は
、
都
市
基
盤
づ
く
り
と
地

域
社
会
づ
く
り
の
、
▲
つ
の
柱
を
立
て
、
特
に
「
街

づ
く
り
」
は
美
濃
部
時
代
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
と

述
べ
て
い
る

，
区
長
の
基
本
姿
勢
を
示
せ
。
ま
た
、

行
財
政
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
は
か
り
、
経

営
理
念
を
ち
っ
て
創
意
工
夫
を
は
か
っ
て
い
け
、

区
長
　
将
来
を
展
唄
し
つ
つ
、
区
民
と
議
会
の
声

を
尊
屯
し
、
貞
心
の
こ
も
っ
た
区
政
を
進
め
て
い

く
。
貝
体
的
に
は
、
「
基
本
構
想
」
に
沿
っ
て
施
策

を
考
え
て
い
く
，

質
問
「
基
本
計
画
」
を
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の

か
。
出
完
機
関
が
、
地
域
の
住
民
に
モ
分
な
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
。
身
近
な
仕
事
を
地
域
に
分

散
す
べ
き
だ
。

区
長
　
実
施
計
画
の
策
定
を
、
10
月
を
目
途
に
進

め
て
い
る
。
地
域
に
密
着
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
．

ス
が
で
き
る
よ
う
地
域
行
政
推
進
本
部
で
具
体
化

を
は
か
っ
て
い
る
。

質
問
　
密
集
地
域
の
整
備
を
考
え
よ
。
ミ
ニ
開
発

に
よ
り
都
市
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
防
災
上
か

ら
も
都
市
、
再
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
け
。

区
長
　
地
域
住
民
の
合
意
を
得
て
、
整
備
を
行
な

っ
て
い
く
、
「
、
・
・
二
聞
発
指
導
要
綱
」
の
制
定
を
現

在
急
い
で
い
る
、

質
問
　
財
政
運
営
の
根
本
的
な
見
直
し
の
時
期
が

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

区
長
　
全
事
務
事
業
を
見
直
し
、
効
率
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
都
の
補
旺
予
算
で
、
区
へ
の
国
保
の
調
整

交
付
金
が
見
送
ら
れ
た
、
都
区
財
政
調
整
の
遅
れ

と
と
も
に
区
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
、

区
長
　
調
整
が
遅
れ
て
い
る
今
年
は
異
例
だ
。
交

付
金
の
復
活
を
含
め
、
都
に
強
く
交
渉
し
て
い
く
．

　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
を

　
　
　
　
　
　
建
設
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
財
政
中
期
計
画
の
策
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
明
党
－

質
問
　
大
場
区
政
一
期
〔
の
「
区
民
衣
位
の
区
政
」

1
特
に
文
化
事
業
の
実
、
績
を
高
く
評
価
す
る
、
ヒ

ュ
ー
マ
ン
都
市
建
設
の
た
め
に
、
現
在
実
、
施
計
画

を
作
成
し
て
い
る
が
、
幅
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
「
財
政
中
期
計
画
」
を
策
定
せ
よ
．

区
長
　
実
施
託
画
（
四
年
闇
）
に
合
わ
せ
、
そ
の

裏
づ
け
と
な
る
「
財
政
計
画
」
を
つ
く
っ
て
い
る
、

質
間
　
地
域
行
政
組
織
に
大
幅
な
権
限
を
侍
た
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
．
北
沢
地
区
に
吏
所
を
早
！
・
設

置
せ
よ
。

区
長
地
域
の
拠
点
づ
！
・
り
を
進
め
て
い
る

北

沢
地
区
も
、
検
討
し
て
い
る
．

質
問
　
高
齢
者
事
業
団
を
充
実
さ
せ
よ
。
ゾ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
を
導
べ
し
た
措
人
福
祉
施
設
や
軽
費

老
人
ボ
ー
ム
の
建
設
な
ど
を
倹
、
討
せ
よ

区
長
「
サ
ー
ビ
ス
公
往
」
と
の
連
携
な
ど
、
高
齢

κ
事
業
団
に
は
で
き
る
限
り
の
指
導
・
援
助
を
行

な
っ
て
い
く
。
老
人
施
設
は
、
「
公
設
民
営
」
も
考

え
、
設
置
に
努
め
た
い
、

質
問
　
俘
少
年
の
非
行
が
目
老
つ
　
イ
ン
ベ
ー
ダ

ー
ゲ
ー
ム
な
ど
へ
の
区
の
指
樽
対
策
は
，

教
育
長
　
警
察
・
学
校
と
の
連
係
を
密
に
し
て
、

生
活
指
禅
を
進
め
る
・
・
非
行
防
止
の
し
お
り
〃
を

各
家
庭
に
配
布
し
た
い

質
問
　
都
が
”
震
災
危
険
度
3
”
と
指
定
し
た
地

域
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
調
査
を
行
え
、
今
ま
で
の
調

査
結
果
を
区
民
に
公
長
し
、
生
け
垣
・
フ
ェ
ン
ス

化
を
奨
励
す
る
”
安
全
対
策
条
例
”
を
払
ラ
λ
よ
。

と
く
に
北
沢
地
区
の
「
防
災
町
づ
く
り
」
を
積
極

的
に
進
め
て
い
け
、

区
長
　
調
査
は
実
施
し
た
い
．
条
例
制
定
も
考
え

た
い
。
北
沢
地
区
の
協
議
会
と
相
談
し
て
い
く
、

驚
鑛
舘
鰐
向
け
て

τ
＼
＼
、
訟
一
層
努
力
せ
よ

疹＼、

　
　
　
　
　
碧

夢撫

鱒
織
　
　
　
　
　
ー
共
産
党
－

質
問
　
都
財
政
の
危
機
は
、
税
・
財
政
制
度
の
矛

盾
が
恨
本
原
因
だ

に
も
か
か
わ
ら
ず
鈴
木
矧
事

は
そ
こ
へ
目
を
向
け
ず
に
、
運
営
面
に
の
み
力
を

入
れ
て
い
る
。
都
民
を
犠
牲
に
し
て
財
政
を
再
建

す
る
の
で
は
、
福
祉
の
向
上
は
と
て
も
望
め
な
い

安
い
か
ら
と
い

っ
て
安
易
に
民
闘
へ
委
託
す
る
な

ど
安
ヒ
が
り
な
行
政
を
杉
え
る
な
，
民
セ
的
に
効

率
的
な
行
政
運
営
を
心
が
け
よ
、

区
長
　
区
民
福
祉
を
原
点
に
、
社
会
的
公
正
の
就

場
か
ら
引
き
続
き
内
部
努
力
に
徹
し
て
い
く
、
受

益
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど
を
見
直
し
、
同
時
に
国

メる機会を勤っとつ＼ってあげた

・
都
に
対
し
て
、
行
財
政
制
摩
、
の
改
善
を
強
く
要

求
し
て
い
く
，

質
問
　
国
に
追
随
し
て
、
温
祉
・
照
境
仔
政
を
後

退
さ
せ
た
郡
の
6
月
補
匡
予
弊
に
、
ど
う
対
処
し

て
い
く
の
か

区
長
　
福
祉
・
環
境
施
簾
に
。
部
廃
止
や
変
．
更
が

見
ら
れ
る
．
区
は
、
価
祉
施
策
を
、
層
推
進
し
、

澱
境
公
害
行
政
に
ち
積
極
的
に
取
り
組
む

質
問
　
福
祉
・
保
健
そ
政
を
｛
畝
す
る
た
め
、
「
保

健
医
療
↓
価
祉
総
含
委
員
会
」
、
「
総
合
幅
肚
セ
ン

タ
i
」
と
を
一
の
窓
口
の
「
地
域
セ
ン
欠
1
」
、
「
軽

費
ど
人
ホ
ー
ム
」
を
設
置
せ
よ

区
長
　
ど
れ
も
基
衣
註
画
に
べ
っ
て
お
り
、
実
施

講
剛
の
巾
で
努
わ
す
る
　
ど
ー
、
住
宅
の
ホ
ー
ム
ヘ

の
切
り
喚
え
ち
検
討
し
一
㌃
い
ζ

質
問
　
都
南
■
画
決
定
道
路
の
見
直
し
に
あ
た
り
、

住
民
参
加
を
も

っ
と
進
め
る
必
要
が
あ
る

区
役

所
西
側
の
補
助
、
κ
四
口
げ
線
は
ど
う
見
直
す
の
か

区
長
・
都
市
環
境
部
長
　
説
明
～
’
呈
、
」
ら
に
住
民

c
川
を
厘
映
さ
せ
．
て
い
．
、
　
．
圧
四
号
線
ち
順
次

拡
幅
さ
れ
る
．
r
定
だ

　
　
顔
・
”
次
代
を
担
う

荘
、
ず
ど
も
の
た
め
に

僻
、
一
、
汰
甑
長
期
的
な
児
童
対
策
を

〆
．
、
誌
塾
　
　
－
社
会
党
－

質
問
　
国
際
児
竜
年
を
出
発
点
と
し
て
長
期
的
な

児
竜
・
育
少
年
対
策
を
ヴ
て
よ
「
子
ど
も
劇
場
」
の

建
設
は
ど
う
な
っ
た
か
．
今
後
の
児
椴
館
建
設
副

画
は
、
プ
、
化
事
業
の
中
に

児
壁
文
化
㌧
も
陛
ノ
λ
よ
、

区
長
　
匿
田
谷
区
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
児

竜
施
策
に
ヵ
を
へ
れ
て
い
く
．
子
ど
も
劇
場
は
ぜ

ひ
設
置
し
た
い
　
児
壁
館
は
、
、
、
学
校
区
に
．
館

を
目
標
に
つ
く
り
た
い
「
児
竜
文
化
」
も
て
化
事

業
の
、
環
と
し
て
組
み
入
れ
て
い
く
，

質
問
　
子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
に
は
“
ひ
ろ
ば
”

の
確
保
が
絶
対
必
．
要
だ
　
民
聞
施
設
の
利
用
も
際
．

え
よ
　
品
水
フ
ー
ル
を
噌
設
せ
よ

区
長
　
用
地
取
得
が
困
難
な
の
で
、
借
地
に
頼
っ

て
い
る
。
民
問
施
設
の
開
放
も
検
討
し
て
い
る
．

教
育
長
　
太
子
堂
中
フ
ー
ル
の
温
水
化
を
進
め
る
・

質
間
　
r
ど
ち
か
三
り
来
！
・
環
境
が
．
悪
い
　
非
仔

防
止
の
た
め
に
、
善
地
域
に
？
、
母
・
ボ
ラ
ン
一
、
7
ゴ

ア
な
ど
に
よ
る
地
域
紐
繊
を
つ
！
ら
て
、
よ
い
環

境
を
つ
．
・
る
必
要
が
あ
る
「
肖
少
年
厨
策
地
区
委

員
・
へ
ど
か
一
も
っ
ヒ
　
旭
化
で
去
一
な
い
か

教
育
長
　
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

活
動
を
活
電
化
さ
せ
て
い
く
．

質
問
　
教
育
べ
の
祖
師
谷
厚
μ
跡
地
に
、
都
迄
尚

授
た
、
ぜ
ひ
建
設
す
る
よ
う
働
き
か
け
よ

区
長
　
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
郡
ヴ
高
校
の

建
設
と
森
林
公
園
つ
く
り
し
か
考
え
て
い
な
い

質
間
　
障
害
児
の
い
る
学
級
に
、
介
護
人
を
配
麗

せ
よ
．
障
害
児
の
早
期
発
見
と
治
療
が
で
き
る
「
母

子
保
健
施
設
」
や
「
障
害
児
療
育
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
す
べ
き
だ

教
育
長
・
衛
生
部
長
　
実
態
に
応
じ
て
介
護
人
を

配
置
し
て
い
く
　
医
療
施
設
は
、
医
師
の
確
保
な

ど
、
区
で
運
営
す
る
の
は
難
し
い
、

鞠
．
猛
鰹
耀
の
た
め

翼
　
　
　
誕

、
畜
9
ζ
職
鷲
、
　
　
　
　
　
1
民
社
党
－

質
問
　
八
卜
年
代
は
「
地
方
の
時
代
」
と
い
わ
れ

る
　
住
民
が
自
ら
の
予
で
自
治
を
行
う
よ
う
に
な

る
か
ら
だ
，
住
民
と
自
治
体
の
役
割
を
明
確
に
し
、

共
同
作
業
に
よ
り
、
真
の
「
住
民
自
治
」
を
実
現

す
る
こ
と
か
重
要
だ
　
行
政
の
し
く
み
や
間
題
点

を
区
民
に
公
開
し
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る

中
堅
職
員
を
育
成
せ
よ
　
政
策
を
徹
底
す
る
た
め

の
耳
減
量
経
営
」
も
当
然
必
要
に
な
る
の
で
は
。

区
長
　
こ
れ
か
ら
の
区
政
は
、
行
政
側
と
区
民
の

役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
推
し
進
め
る
こ
と
が
大

切
だ
　
居
取
訓
画
を
実
、
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
区

の
情
隈
を
公
開
」
、
区
民
の
参
加
を
得
て
い
！
・

研
修
を
充
実
し
職
員
の
資
質
も
高
め
た
い
　
創
造

的
な
政
策
経
営
を
行
う
よ
う
努
め
一
礼
い
．
＼

質
問
　
当
区
内
で
の
青
少
年
の
非
行
・
自
殺
事
件

が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
き
て
い
る
、
教
育
委
員
会
だ
け

で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
な
い
．
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
↓
て
対
策
を
講
じ
よ
．
わ
か
り

や
す
い
小
冊
子
で
指
導
す
る
の
も
．
つ
の
方
法
だ
。

区
長
・
教
育
長
　
総
合
的
な
対
策
が
必
鴉
だ

学

校
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
，
学
校
相
互
の
情
報

交
換
や
家
庭
・
地
域
と
の
交
流
な
ど
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
小
冊
子
の
俸
成
ち
杉
え
る

質
問
　
1
0
月
に
、
都
か
ら
老
友
授
雌
施
設
、
福
祉

作
業
所
、
身
障
者
生
活
実
、
凹
所
か
移
管
に
な
る
、

、
区
の
受
ぺ
体
制
は
大
太
夫
か
　
現
在
の
区
の
福
祉

施
設
レ
あ
体
系
化
を
は
か
れ

区
長
　
財
源
・
人
事
問
題
な
ど
を
都
区
協
議
会
で

検
討
中
だ
　
施
設
の
体
系
化
は
、
実
施
甜
画
の
巾

で
．
不
し
た
い

質
問
　
区
で
障
害
占
を
も

っ
と
採
旧
で
き
な
い
か
。

区
長
　
今
年
度
は
、
職
員
と
し
て
一
呂
採
用
し
た
，

就
労
の
機
会
を
広
げ
て
い
・
＼

　
　
　
円

、
、
二
期
目
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
恵
を
新
た
に

　
冨
一
賦

減
量
経
営
を
考
え
よ

　
　
　
　
ヒ
ニ

　
　
　
、
、
・
・
1
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
ー

質
問
　
革
新
白
治
体
の
敗
退
原
因
は
、
自
治
運
営

に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
優
先
し
す
ぎ
、
真
の
自
治
粘

神
を
忘
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
．
鈴
木
都
叩
事
は
、
大

幅
な
事
業
の
見
直
し
や
使
用
料
・
乎
数
料
の
魎
正

化
な
ど
の
「
減
疑
経
営
」
を
進
め
て
い
る
「
区
で

も
、
機
構
改
革
に
伴
う
人
員
増
の
抑
制
、
保
育
行

政
の
見
直
し
、
ま
つ
り
事
業
の
あ
り
与
の
再
極
、
詞

な
ど
、
「
減
疑
経
営
」
に
努
め
よ

区
長
　
、
期
目
で
は
、
職
員
の
意
識
改
革
、
構
衣

構
想
・
早
舷
■
画
策
定
な
ど
、
戊
果
を
あ
げ
る
こ

ヒ
が
で
、
5
た
，
現
在
で
ち

そ
の
情
熱
は
斐
わ
ら
な

い
　
機
構
改
革
ち

現
員
数
イ
　
ー
配
置
に
努
め
た

「
ま
っ
の
事
続
」
は
、
区
民
ヒ
行
政
を
近
づ
け
る

た
め
大
切
な
役
割
か
．
唄
た
す

そ
の
成
竪
は
や
が

て
実
を
結
ぶ
ち
の
と
思
り
て
い
る

質
問
　
選
挙
で
、
職
員
組
合
が
区
．
長
を
推
薦
し
て

い
る
が
、
こ
の
際
首
長
と
し
て
の
必
場
と
労
働
者

と
し
て
の
職
員
組
合
の
関
係
を
、
き
ち
ん
と
猿
理

し
て
お
！
・
べ
き
だ

偏
頼
す
る
巾
に
も
、
相
対
す

る
立
場
に
あ
る
か
ら
だ
　
そ
れ
に
よ
り
近
代
的
な

労
使
関
係
が
確
就
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

区
長
　
首
長
希
、
推
薦
す
る
こ
ヒ
は
、
職
員
」
ゐ
砧

頼
関
係
が
成
塗
し
て
い
る
ニ
ヒ
で
あ
り
好
ま
し
い

こ
と
だ
　
し
か
し
、
あ
．
・
ま
で
お
互
い
の
俣
場
を

理
解
し
あ
い
、
緊
張
は
保
ジ
ー
、
い
・
、

質
問
　
砧
中
の
”
放
火
事
件
”
な
ど
、
教
育
の
荒

廃
か
目
¢
コ
し
い
る
　
そ
の
事
後
処
理
が
ト
分
行

わ
れ
て
い
な
い
　
教
育
委
員
会
で
強
く
指
導
す
べ

き
だ

、
学
校
の
実
、
態
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
学
校
金
体
で
の
取
り
組
み
や
、
教
員
自

身
が
生
徒
と
の
信
．
頼
を
得
る
こ
と
が
第
一
だ
、
事

件
を
き
っ
か
け
に
ト
分
な
指
導
を
行
う
、
砧
中
で

は
緊
急
対
策
委
員
会
を
設
け
、
事
件
の
分
析
や
対

簾
を
検
討
し
て
い
る
、

賢
報
酬
審
議
会
」
の
慮
晃
忍
尊
灘
　
灘
羅

区
議
・
区
長
等
の
報
酬
・
給
与
を
改
定

5
焦
1
九
カ
ド
特
り
越
翼
酢
番
議
会
」

が
常
設
さ
れ
、
醸
ド
一
　
区
長
に
必
吋
意
見

を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
，
そ
の
怠
見
が
2
月
⑲

H
に
出
さ
由
た
の
を
受
け
て
、
へ
，
回
改
定
す
る

も
の
、

　
審
議
会
の
意
見
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る

．
堕
取
原
則
』
し
て
、
卍
特
別
職
は
貞
任
度
か

ら
．
般
職
よ
り
高
頷
ヒ
す
る
②
生
計
費
・
物
価

の
変
動
を
防
レ
λ
る
疎
区
の
財
政
事
情
か
、
勘
案
す

る
由
他
区
』
比
較
し
、
区
民
　
暇
を
顧
み
な
が

ら
当
区
の
特
殊
性
を
配
慮
す
る
こ
と
』
し
た

尺
事
委
員
会
勧
告
な
ど
を
参
考
に
、
六
回
に
わ

た
り
険
討
・
論
、
議
を
屯
ね
た
、
そ
の
結
果
、
都
。

区
の
、
般
職
の
亜
均
ア
ッ
フ
ー
．
一
、
。
じ
四
％
を

さ
ら
に
圧
縮
し
、
平
均
＝
、
・
一
、
．
六
も
の
ア
ッ
フ

率
で
改
訂
を
行
い
、
速
や
か
に
実
現
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」

　
こ
の
議
案
を
審
議
し
た
6
月
20
日
の
企
圃
総

務
委
員
会
で
は
、
ま
ず
審
議
会
に
お
け
る
。
諭

の
楠
助
機
関
と
の
格
差
の
あ
り
方
や
、
民
問
に

お
け
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
よ
う
だ
。

譲
酬
を
改
定
す
る
こ
と
に
、
は
っ
き
り
し
た
反

対
意
見
は
な
か
っ
た
」
ヒ
答
え
た
、
ま
た
、
「
誠

会
な
ど
が
招
く
関
係
人
の
日
当
額
が
低
す
ぎ
る
、

議
長
な
ど
は
、
．
定
率
の
ア
ッ
ブ
と
せ
ず
に
、

議
員
報
酬
に
役
樺
ソ
パ
垢
算
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
」
と
た
だ
し
た
，
こ
れ
に
は
、
「
　
議
　
に

は
職
責
な
ど
に
つ
い
て
の
論
議
ち
．
あ
っ
た
よ
う

だ
，
結
果
的
に
は
、
従
褻
の
”
積
み
屯
ね
式
”

の
意
見
と
な
っ
て
い
る
」
と
答
弁
，
委
員
か
ら

は
、
こ
須
ら
を
今
後
の
課
題
と
し
て
倹
討
す
る

よ
う
要
望
が
あ
っ
た

　
そ
の
ほ
か
、
．
議
長
と
助
役
が
同
額
で
あ
る
理
．

由
、
議
員
報
酬
の
生
活
給
的
な
要
素
な
ど
に
質

疑
が
か
わ
さ
れ
、
審
議
会
意
見
を
尊
唯
す
る
と

の
理
由
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た

な
お
反
冠

側
の
意
見
は
、
「
”
．
般
職
を
E
回
る
”
と
い
う

ぺ
ま
か
な
腿
準
は
ど
う
な
の
か
、
区
民
に
奉
仕

す
る
也
場
で
あ
れ
ば
、
区
民
全
体
か
ら
ア
ッ
ブ



藍

へ
、
，

　
　
楓
鍵
妬
『
両
叢
．
．

　
　
ゑ
藁
錘
．
軌
鴇
“

　
　
　
騰
・

　
　
　
　
差
’
9
穂

議

質
問
　
匿
田
谷
区
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
特
別
区
の
性
格
。
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

貞
の
自
治
体
と
し
て
独
藍
さ
せ
る
べ
き
だ
．
そ
れ

に
は
、
財
政
制
度
の
改
革
が
ど
う
し
て
も
必
要
に

な
る
。
こ
の
大
き
な
垣
根
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い

く
の
か
。
区
．
長
の
真
意
を
示
せ
（
無
・
社
民
ク
）
。

区
長
・
助
役
「
特
別
市
」
と
す
る
よ
う
都
知
事
な

ど
へ
．
要
請
し
て
い
き
た
い
。
区
議
会
も
先
頭
に
立

っ
て
協
力
ね
が
い
た
い
。
税
・
財
政
制
度
は
、
一
．

卜
三
区
の
不
均
衡
と
い
う
間
題
や
現
行
法
で
の
制

約
も
あ
り
実
現
は
な
か
な
か
困
難
だ
。
現
状
で
は

段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
．
鈴
木
保
守
都
政
”
の
ド
で
、
「
区
民
本
位
の

区
政
」
を
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
．
都
は
、

す
で
に
福
祉
・
公
害
行
政
を
減
退
さ
せ
て
い
る
。

区
の
実
施
計
画
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
か
（
挑
会
）
．

助
役
　
都
財
政
の
現
状
か
ら
み
て
、
新
知
事
の
ス

タ
ー
ト
は
「
よ
く
や
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い

る
。
国
や
都
政
に
影
響
さ
れ
な
い
で
「
区
民
本
位

の
区
政
」
に
最
大
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
．

質
問
「
区
民
税
が
高
い
。
職
員
の
数
も
多
す
ぎ
る
」

と
い
う
区
民
の
声
が
あ
る
。
も
っ
と
実
態
を
区
民

に
明
ら
か
に
せ
よ
（
自
民
）
、

助
役
・
企
画
部
長
　
年
二
回
、
区
の
財
政
状
況
を

区
民
に
公
表
し
て
い
る
。
効
率
的
な
人
員
配
置
に

努
め
て
い
く
。

質
問
　
住
民
本
位
の
基
木
計
岡
を
実
現
す
る
に
は
、

職
員
の
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
当

区
の
図
占
館
行
政
の
水
準
は
、
他
区
に
比
べ
て
低

い
　
効
率
的
に
区
民
要
望
に
応
え
る
に
は
、
「
司
書

職
導
門
制
度
」
を
確
ヴ
．
す
る
必
要
が
あ
る

都
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
事
務
事
瑛
刀
穆
管
さ
れ
て
も
、
専

門
恥
．
員
で
対
応
で
き
る
体
制
を
杉
え
よ
（
共
耽
）

助
役
　
特
別
区
の
共
通
事
項
な
の
で
、
独
自
に
制

度
化
は
で
き
な
い
。
制
度
と
運
営
を
別
に
老
．
え
、

当
面
は
運
営
面
で
の
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
、
効

率
的
な
人
員
配
置
を
考
え
た
い
．
、

質
問
　
実
、
施
計
画
を
策
定
す
る
場
合
に
、
住
民
参

加
を
ど
ん
な
方
法
で
行
う
の
か
（
社
会
）
。

企
画
部
長
　
課
題
別
・
地
区
。
屯
点
事
業
の
一
一
、
つ

の
訓
画
を
実
施
計
画
に
組
み
入
れ
て
い
く
．
そ
の

過
程
で
住
民
の
参
加
を
考
え
た
い
。
そ
の
方
法
な

ど
は
、
ま
だ
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
倹
討
中
だ
。

質
問
　
基
叡
計
画
の
財
政
見
通
し
で
は
、
投
資
的

経
費
が
少
い
。
財
源
の
確
保
に
努
め
、
投
資
的
経

費
を
ふ
や
せ

行
政
運
営
費
と
人
件
費
の
見
直
し

を
常
に
行
い
、
内
部
努
力
を
怠
る
な
（
白
民
）
。

企
画
部
長
　
財
源
確
保
に
は
、
起
債
の
活
用
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
く
。
区
画
整
理
事
業
に

よ
っ
て
、
公
共
旧
地
を
取
得
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。
内
部
努
力
に
も
ト
分
配
慮
し
て
い
く
。

質
問
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
協
議
会
」
の
第

一
次
報
告
が
5
月
に
出
さ
れ
た

こ
れ
を
大
い
に

評
価
す
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
区
は
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
、
ヶ
ボ
ラ
ン
テ
ー
ア
コ
ー
ナ
ー
θ

を
地
域
行
政
組
織
の
中
に
組
み
ぺ
れ
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
職
員
の
研
修
も
行
い
、
民
生
委
員
・
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
も
よ
く
研
究
せ
よ
．

「
ボ
ラ
ン
テ
で
ア
財
団
」
設
朔
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
（
社
会
）
。

福
祉
部
長
　
ボ
ラ
ン
テ
で
ア
活
動
は
、
社
会
性
・

無
償
性
・
福
祉
性
の
一
．
づ
を
触
調
に
、
コ
、
、
、
ユ
ニ

テ
で
1
養
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
．

行
政
と
の
役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が

肝
心
だ
、
組
織
的
に
は
、
「
コ
ー
ナ
ー
」
、
「
ビ
ュ
ー

ロ
ー
」
、
「
セ
ン
タ
ー
」
㊤
、
、
つ
の
部
分
か
ら
形
成

さ
れ
よ
う
．
地
域
行
政
の
巾
で
、
「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」

（
耽
駆
製
臼

烈
湿
）
を
育
成
し
、
セ
ン
タ
ー
に
広
げ

て
い
き
た
い
。
民
生
委
員
は
広
い
役
割
を
受
持
っ

て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
で
ア
の
大
切
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
民
問
電

催
の
研
修
に
も
職
員
を
参
加
さ
せ
る
。
「
財
団
」
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
ふ
じ
み
荘
の
広
問
の
拡
張
。
増
築
を
考
え

よ
。
送
迎
バ
ス
に
満
員
で
乗
れ
な
い
人
も
あ
る
の
で
、

始
発
個
所
の
変
．
更
や
増
便
の
検
討
を
行
え
（
公
明
）
。

福
祉
部
長
　
利
用
者
の
数
は
ふ
え
て
き
て
い
る
が
、

増
築
は
講
造
ヒ
無
理
だ
。
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
大

型
化
な
ど
を
再
検
討
し
た
い
．

質
問
　
当
区
独
自
の
「
国
民
ー
　
聾
例
納
付
の
融

資
制
度
」
牽
設
け
よ
（
共
産
）

閣Eヨをになう子ともたぢに、”かヒ1だ一’を鍛イ．、”こころ一を膣、りに弓る
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畠
　
　
特
磐

保
険
児
童
部
長
　
区
内
金
融
機
関
に
協
力
を
．
要
請

し
て
お
り
、
7
月
に
そ
の
説
朋
会
を
開
き
た
い
．

質
問
「
子
ど
も
動
物
公
園
」
を
新
設
せ
よ
（
公
明
）
、

保
険
児
童
部
長
　
国
際
児
壁
年
の
記
へ
，
心
事
業
と
し

て
、
「
移
動
動
物
閥
」
、
「
動
物
小
公
園
」
を
考
え
て

い
る
，
そ
の
あ
と
検
、
討
し
て
み
た
い
、

質
問
　
上
北
沢
．
幅
祉
会
館
に
、
、
、
二
児
壁
館
を
併
設

し
、
有
効
利
用
を
ほ
か
れ
（
共
窪
、

施
設
部
長
　
反
対
の
声
も
一
部
あ
る
が
、
地
元
住

民
と
よ
く
相
談
し
て
有
効
利
用
を
考
え
た
い
．

鱗
鱒
駆
離
難
る

縫
臨
早
く
菱
垂

質
問
　
野
川
の
改
修
工
事
の
説
明
会
が
先
H
催
さ

れ
た
が
、
区
に
何
も
帽
談
せ
ず
、
都
が
勝
手
に
原

案
を
つ
く
っ
た
．
そ
れ
で
、
地
．
兀
の
人
に
「
脇
力

し
ろ
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い
、
区
の
都
南
計
画

部
門
が
確
就
し
て
い
な
い
か
ら
、
区
の
意
見
が
無

視
さ
れ
る
の
だ
、
区
で
行
う
べ
き
都
市
計
画
事
業

を
進
め
る
た
め
に
も
、
市
な
み
の
権
限
が
行
え
る

体
制
づ
く
り
を
早
急
に
行
え

都
曙
高
校
の
．
都

市
計
画
決
定
”
も
区
で
行
え
る
の
で
は
（
民
社
）
．

区
長
・
助
役
　
手
続
L
は
全
く
そ
の
と
お
り
だ

聴
衣
的
に
は
、
都
・
区
間
の
し
く
み
が
大
き
な
ネ

ッ
ヶ
に
な
っ
て
い
る
、
区
と
し
て
も
将
来
の
こ
と

を
夢
λ
、
「
準
備
室
」
を
設
置
し
、
都
市
■
画
部
門

　
　
　
　
　
で
も
、
次
太
夫
堀
公
園

　
　
　
　
　
て
い
る

今
後
も
精
い

　
　
　
　
　
っ
ば
い
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
質
問
　
、
・
主
開
発
の
規

　
　
　
　
　
制
を
は
か
り
、
自
然
保

　
　
　
　
　
護
に
力
を
入
れ
よ
．
成

　
　
　
　
　
城
五
．
1
目
の
広
い
豊
か

　
　
　
　
　
な
緑
地
が
．
サ
ラ
地
化
”

　
　
　
　
　
さ
れ
て
し
ま
っ
た
　
ど

　
　
　
　
　
う
い
う
手
を
打
っ
た
の

嶽
霰
輪
建
養

　
　
嚢
尽
三
躍
の
踏
制

　
　
－
ダ
■
二
を
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

　
　
　
　
ご
ぜ
　

　
　
皿
．
遮
論
、
繍
ム
で
検
討
し
て
い
る
，

－
　
な
ど
の
計
異
窒
し

．
一
　
㍑
蕪
痩
郷
醗
．

rノ〆’■

砂・剃二

　“』

　
　
　
　
　
　
　
桝
．

　
　
　
　
　
　
、
♂
　
註
再
開
発
に
金
力
を
注
ぐ

た
め
に
、
都
市
計
画
肇
業
を
充
実
さ
せ
よ
、
世
田

谷
郵
便
局
跡
地
は
、
絶
対
に
区
が
獲
得
せ
よ
（
無
・

社
民
ク
）
，

区
長
　
先
の
こ
と
を
よ
く
陵
．
え
て
、
都
市
整
備
を

進
め
て
い
く
。
そ
、
の
た
め
「
再
整
備
公
柱
」
の
設

立
を
め
ざ
し
て
い
る
、
郵
便
局
跡
地
を
得
る
た
め
、

区
内
選
出
の
国
会
議
員
・
都
議
に
要
詰
し
た

穐
、
塀
欝
遅
れ
て
い
る

竺
鵡
下
水
道
の
促
遵

鰯
倭
撫
　
　
最
大
の
努
力
を

質
問
「
呑
川
幹
線
」
と
「
中
原
バ
イ
パ
ス
」
の
工

事
状
況
は
ど
う
か
　
モ
れ
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、

ヒ
要
伎
線
工
事
な
ど
を
行
う
よ
う
都
に
要
請
し
た

が
、
貝
体
策
が
．
不
さ
れ
た
か
（
共
産
・
社
会
）
、

土
木
部
長
　
5
3
印
度
末
現
在
、
「
呑
川
幹
線
」
が
六

圧
％
（
57
年
度
穫
）
、
「
巾
原
バ
イ
パ
ス
」
は
六

，

％
（
56
年
度
　
）
終
わ
っ
て
い
る

こ
れ
に
っ
な

が
る
枝
線
工
事
を
、
都
で
試
験
的
に
行
う
よ
う
検

討
中
だ

早
く
結
論
を
出
す
よ
う
促
す
．

質
問
　
ド
水
道
促
進
の
抜
本
策
は
な
い
の
か
。
区

画
整
理
地
区
へ
の
対
簾
な
ど
を
確
就
せ
よ
（
自
民
）

区
長
．
幹
”
と
な
る
河
川
改
修
が
完
成
し
な
い
と
、

　
”
伎
葉
”
で
あ
る
当
区
の
ド
水
道
は
促
進
で
き
な

い
　
区
画
整
理
地
区
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
都
も
進
め
て
い
く
よ
う
だ
，
先
日
も
建
設

尺
臣
と
都
知
事
に
、
促
進
を
強
く
陳
悟
し
た
，

成
城
の
蝪
合
は
、
指
導

が
遅
れ
た
が
、
樹
木
の

移
植
な
ど
の
緑
化
指
導

を
行
な
っ
た
．

一
質
問
　
将
来
の
市
街
地

開
完
｛
既
戊
而
街
地
の

報酬・給与月額改定表 r∫，㌔（務

区：々　委こ

議が員の
・問会議
区オ）で案
長れはを
のた　’審
　　ま議
公こずし
選れ審た
職に議6
”　対会月
と　しに20
’てお日
助助けの
役役る企
なは　“画
ど　’論総

ダ）のすノく

れ声るま
ばが曙か
よ出場な
いたで基
L　らあ準
と　’れは
い審ばど
う議　　’う
こ会区：な
とヴ）民ヴ）

で意全か
あ見体
’）にかレ（

た沿ら民
　つアに
　て　ツ奪
　決フ仕

区　　　分 現行額 改定額 引上率

区
　
議
　
会

r、義　　　　長

副　、議　1｛

妥　貝　iく

吊Il妥員　長

r，義　　　　しi

582『〔）O〔）円

4ト｝0辱llしm

4玉410⇔0

391『旦｝oo

378，0以｝

602，川1円

507，0⇔1）

428『ooq

405，lloo

392『⇔oo

3．4％

3．5

3．婁

，う．6

3．7

三
　
役

区　　　　長

助　　　　没

収　　入　　役

732『以旧

582，000

490，川）

755，000

61）2『0⇔〔）

5071（100

3．1

3．t

3．5

教
育
委
員
会

養　貝　　長

養　　　　員

教　育　　長

191），（loq

13s，ooo

4〔IQヤOoo

196，001）

1431しXめ

507，00G

3．2

3．6

3．5

監
査
委
員

代ノ、委疑

、議員選出委貝

211，01）o

l9⇔，oこ）o

l12－ul）o

218『000

196『⇔Oo

l15『り口ll

3．3

3．2

2．7

選
管

委　li　長

奏　　　　員

19qlo⇔o

l3s，け⇔o

196一（lo（1

113．Oll⇔

3．」

3．6

農
1業

委

ム　　　　長

湊　　　　買

32一⇔ol）

17，〔）1）o

33－oりけ

17，6〔）0

3．1

3．5

一＿
I
I
5
甲
Ooo

I
I
5
，
2（1｛）

4，〔）

質
問
　
東
玉
川
の
ド
水
道
工
事
で
、
歩
道
が
削
ら

れ
た
ま
ま
だ
．
．
兀
ど
お
り
復
旧
す
る
の
か
（
共
産
）

土
木
部
長
　
54
年
度
末
で
工
事
が
完
了
す
る
の
で
、

原
状
回
復
を
都
と
協
議
し
て
い
く
、

質
問
　
軟
弱
地
盤
地
域
の
下
水
道
工
事
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
（
社
会
）
、

土
木
部
長
　
．
律
に
判
断
は
で
き
な
い
が
、
よ
り

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
．

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
の

資
金
融
資
の

｝
改
善
を
行
え

質
問
　
ブ
ロ
ヅ
ク
塀
の
生
け
垣
化
な
ど
に
も
、
「
住

宅
修
築
資
金
」
の
融
資
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
、
こ
の
貸
付
対
象
は
区
内
金
域
に
し
、

融
資
額
の
枠
も
ふ
や
せ
，
区
で
利
子
補
給
を
行
な

っ
て
、
個
人
負
担
は
．
一
％
程
度
に
で
き
な
い
か
、

ま
た
、
こ
の
制
度
を
防
災
課
で
取
り
扱
え
（
公
明
）
．

建
築
部
長
　
全
域
を
対
象
と
し
た
い
。
融
資
吊
望

者
が
多
け
れ
ば
枠
を
広
げ
る
．
、
利
子
補
給
も
検
討

す
る
、
防
災
資
金
へ
の
移
行
も
協
議
し
て
い
く
、

質
問
　
区
内
建
設
業
者
に
よ
る
「
住
宅
絹
談
」
を
、

地
域
単
位
で
行
い
、
開
催
回
数
も
ふ
や
せ
、
老
人

世
帯
に
対
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
で
ア
に
よ
る
・
住
宅

点
検
、
ロ
サ
ー
ビ
ス
”
に
、
区
が
組
織
的
に
取
り

組
ん
で
い
け
（
共
産
）
、

建
築
部
長
　
6
月
2
5
〔
に
、
そ
れ
ぞ
、
れ
初
め
て
実

施
す
る
が
、
そ
の
実
績
を
み
て
努
力
し
た
い
、
ボ

ラ
ン
テ
f
ア
に
つ
い
て
は
、
福
祉
部
門
で
検
討
し

て
い
る
．

質
問
千
歳
台
一
、
J
目
の
溢
水
個
所
を
改
修
で
き

な
い
か
　
区
画
整
理
地
区
の
側
溝
管
理
に
ト
η
配

慮
せ
よ
へ
公
明
）

土
木
部
長
　
都
と
も
話
合
っ
て
、
で
・
づ
O
だ
け
の

努
力
を
し
て
い
く
、
側
溝
の
浩
掃
や
、
か
た
か
け
を

、
層
進
め
る
よ
う
に
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
民
に
奪
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
民
全
体
か
ら
ア
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
審
議
会
の
意
見
に
沿
っ
て
決

め
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
、

質
問
　
今
汗
は
ヒ
地
評
価
替
え
の
年
だ
か
、
そ
れ

に
便
乗
し
た
地
代
・
家
賃
の
不
当
値
上
げ
を
抑
え

る
よ
う
区
民
に
周
知
せ
よ
（
共
産
）

建
築
部
長
　
国
か
ら
の
次
官
通
達
も
出
さ
れ
て
お

り
、
ヘ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
紙
を
通
じ
て
P
R
し

て
い
く

国
際
児
童
年
を
機
会
に

区
の
青
少
年
対
策
を

見
直
せ

質
問
　
国
際
児
壕
年
牽
一
機
会
に
、
区
の
児
債
・
肖

少
年
財
策
を
杉
え
直
せ
　
「
占
少
年
対
籏
叡
部
」
は

活
動
し
て
い
る
と
思
う
か
　
「
育
少
年
悶
題
協
議

会
」
は
、
毎
月
．
回
は
必
ず
開
催
し
て
、
地
域
の

連
絡
を
密
に
せ
よ
　
池
之
L
青
少
年
会
館
の
運
営

も
効
率
化
を
は
か
る
べ
、
烹
た
（
自
民
）

区
長
・
教
育
長
　
冠
策
蘇
部
の
進
め
方
に
苦
労
し

て
い
る
　
協
議
会
で
話
合
っ
て
い
る
が
、
不
卜
分

の
よ
う
だ
　
地
城
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

葭

少
隼
会
館
の
運
営
委
員
会
の
友
選
を
急
い
で
い
る

質
問
　
教
育
委
員
会
で
管
理
し
て
い
る
野
球
場
を

月
曜
H
（
施
設
休
日
）
で
ち
利
用
で
き
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
（
公
明
）
、

教
育
長
・
施
設
部
長
　
開
放
に
努
力
す
る
，
6
月

12

日
の
庁
議
で
、
．
原
則
的
に
金
施
設
開
放
を
決
め

た
「
近
く
職
員
の
勤
務
体
制
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

質
問
　
現
在
問
題
に
な

っ
て
い
る
「
イ
ン
ヘ
ー
ダ

ー
ゲ
ー
ム
」
、
「
下
健
金
図
酸
の
自
動
販
売
機
」
の
視

制
を
、
地
域
ぐ
る
み
、
区
民
ぐ
る
み
で
強
く
推
し

進
め
よ
、
都
に
も
そ
の
規
制
を
訴
え
よ
（
自
民
）
．

教
育
長
　
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
．
児
竜
の
立
べ

り
澗
査
”
を
各
学
校
に
依
頼
巾
だ
　
現
在
ま
で
の

報
告
で
は
、
区
内
に
、
六
κ
カ
所
の
店
が
あ
り
、

ひ
ん
ぱ
ん
に
出
べ
ゆ
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
よ
う

だ
．
デ
ー
タ
が
出
た
ら
ト
分
な
指
樽
を
行
い
た
い
．
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親
に
手
を
引
か
れ
て
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
い
て
い
く
幼
児
の
姿
…
。
町
の
中
で
よ
く
見
か
け
る
ほ

ほ
え
ま
し
い
光
景
で
す
コ
し
か
し
、
そ
の
幼
い
子
も
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で

成
長
し
、
将
来
は
自
分
が
子
ど
も
の
手
を
引
い
て
歩
く
の
で
す
。

　
今
年
は
国
際
児
童
年
　
世
界
中
の
大
人
た
ち
が
、
改
め
て
「
子
ど
も
」
に
つ
い
て
見
直
そ

う
と
い
う
年
で
す
。
ひ
と
く
ち
に
「
子
ど
も
の
問
題
」
と
い
っ
て
も
、
各
国
の
実
情
や
問
題

の
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
日
常
生
活
で
の
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い

て
捷
、
。
み
、
、
魔
国
際
児
童
年
に
よ
せ
て

子
ど
も
と

”
遊
ダ

　
公
園
で
全
身
を
泥
ん
こ
に
し
て
走
り
回
る
幼
児
。

人
数
が
足
り
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を

決
め
て
野
球
を
す
る
子
ど
も
た
ち
。
子
ど
も
は
、

．
遊
び
”
を
通
し
て
自
由
を
楽
し
み
、
人
問
関
係

を
学
び
、
心
身
を
育
て
て
い
く
の
だ
。
だ
か
ら
、

子
ど
も
に
と
っ
て
．
遊
び
”
は
、
生
活
の
主
要
な

部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
5
3
年
に
東
京
都

が
行
な
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
学
校
か
ら
帰
っ
て

き
て
友
だ
ち
と
遊
ぶ
時
問
は
平
均
し
て
約
一
時
聞

で
、
学
年
が
上
が
る
ほ
ど
短
い
。
し
か
も
、
中
学

生
の
約
三
割
が
「
集
団
行
動
は
き
ら
い
」
と
答
え

て
い
る
。
小
・
巾
学
生
の
八
割
が
”
塾
”
や
”
習

い
事
”
に
通
っ
て
い
る
現
状
で
は
当
然
の
結
果
か

も
し
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
”
遊
び
”
が
軽
視

さ
れ
過
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
子
ど
も
の
遊
び
は
そ
の
時
代
を
反
映
す
る
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
『
青
少
年
白
書
』
に
よ
れ
ば
、

イ

曽鳩りP・

塙
．

猟甑，饗縛響
L．

昭
和
2
9
年
の
小
学
生
の
遊
び
は
、
上
位
が
山
な
わ

と
び
、
②
鬼
む
っ
こ
、
③
野
球
の
順
だ
っ
た
が
、

20

年
た
っ
た
昭
和
5
0
年
に
は
、
山

テ
レ
ビ
、
⑨
読

書
（
マ
ン
ガ
を
含
む
）
、
③
臼
転
卓
と
な
っ
て
い

る
。
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
今
日
、
子
ど
も
た

ち
は
自
ら
の
手
で
遊
び
を
つ
く
る
こ
と
を
や
め
、

与
え
ら
れ
た
も
の
で
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ

し
て
、
集
団
よ
り
も
個
人
で
楽
し
む
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
都
会
化
さ
れ
た
現
代
の
．
大
人
の
社
会
”

に
ど
こ
か
似
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
子
ど
も
の
遊
び
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
「
自
由
」

で
あ
る
こ
と
だ
、
思
う
存
分
、
自
分
の
創
意
工
夫

に
よ
っ
て
遊
び
に
夢
巾
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
・

　
し
か
し
、
受
験
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
、
友
だ
ち

と
つ
き
あ
う
時
間
の
少
く
な
っ
た
ヂ
ど
も
は
、
他

の
者
を
「
ラ
イ
バ
ル
」
と
し
て
意
識
し
、
同
じ
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
「
負
け
る
」
と
い
う
考
え
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
友
だ
ち
と
同
じ

服
装
を
し
、
同
じ
自
転
申
を
持
て
ば
安
心
す
る
。

そ
れ
は
、
自
分
が
楽
し
む
こ
と
よ
り
も
、
他
人
を

意
識
し
て
の
行
動
だ
。
だ
か
ら
、
遊
び
は
「
画
一

化
」
し
、
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
コ
万

引
き
」
を
し
た
子
ど
も
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
ス
リ

ル
を
求
め
て
…
」
と
．
平
然
と
し
て
答
え
る
．
物
質

的
に
何
の
不
臼
由
も
な
く
、
金
で
遊
び
が
買
え
る

現
代
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
数
少
い
創
意
工
夫
に

よ
る
”
遊
び
”
な
の
か
。
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。

　
テ
レ
ビ
は
次
か
ら
次
へ
と
楽
し
い
番
組
を
映
し

出
し
、
本
屋
に
並
べ
ら
れ
た
漫
画
本
は
ま
す
ま
す

べ
ー
ジ
を
ま
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
誘
い
か
け
て

く
る
。
町
を
歩
け
ば
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
店
が
軒
を

連
ね
、
不
健
全
雑
誌
の
自
動
販
売
機
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
目
に
つ
く
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
引
き
離

そ
う
と
す
る
親
た
ち
。
そ
の
問
に
立
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
眼
に
、
い
っ
た
い
，
大
人
た
ち
”
は
ど
う

映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
人
に
も

子
ど
も
の

時
が
あ
っ
た

　
最
近
で
は
、
多
く
の
親
た
ち
が
子
ど
も
を
”
塾
”

に
通
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
良
し
悪
し
は
別
と
し
て

も
、
自
分
も
「
塾
通
い
」
の
経
験
を
し
た
親
は
、

ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
経
験
を
持
た
な
い

親
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
の
歩
ん
で
い
る
道
は
未

知
の
世
界
だ
。
そ
れ
が
子
ど
も
の
幸
せ
に
つ
な
が

る
と
い
う
確
証
を
、
ほ
ん
と
う
に
持
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
52
郎
の
束
京
都
の
肚
論
調
査
で
は
、

「
学
歴
社
会
」
の
傾
向
を
認
め
る
親
は
約
六
割
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
「
学
歴
や
出
身
校
が

人
間
の
価
値
を
は
か
る
目
安
と
な
る
の
は
お
か
し

い
」
と
考
え
る
親
が
ヒ
割
も
い
る
の
だ
。
何
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

め
に
塾
に
通
う
の
か
を
、
ど
の
く
ら
い
の
親
が
子

ど
も
た
ち
に
十
分
理
解
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
る
な
」
と
子
ど
も
に
い
う
槻

は
多
い
。
き
っ
と
、
そ
れ
は
「
も
っ
と
勉
強
し
ろ
」

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
「
も
っ
と
外
へ
出

て
遊
べ
」
と
い
っ
て
や
り
た
い
。

　
私
た
ち
大
人
に
も
、
ヂ
ど
も
の
頃
が
あ
っ
た
は

ず
だ
。
子
ど
も
の
時
に
何
を
考
え
、
何
を
夢
見
て

い
た
か
ー
そ
の
時
代
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
未

来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
”
納
得
し
て
も
ら
え

る
〃
助
．
．
雨
を
与
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

子
ど
も
に

と
っ
て

必
要
な
も
の
は
・

　
子
ど
も
の
「
権
利
」
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
、
　
「
保
護
さ
れ
る
権
利
」
と
「
自
ら
成
長

す
る
権
利
」
と
に
二
分
さ
れ
る
．

　
子
ど
も
は
人
問
と
し
て
衆
完
成
で
あ
り
、
無
限

の
可
能
性
を
持
っ
て
成
長
し
つ
づ
け
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
は
、
第
一
に
、
子
ど
も
が
健
全
に
成
長

で
き
る
条
件
づ
く
り
が
大
切
な
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
こ
と
だ
。
身
体
を
き
た
え
る
の
に
十
分
な
広

場
、
悩
み
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る
相
談
相
手
、
ケ
自

然
”
に
親
し
め
る
公
園
、
そ
し
て
安
全
に
活
動
で

き
る
環
境
な
ど
、
数
え
れ
ば
キ
リ
が
な
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
は
区
議
会
や
行
政
機
関
な
ど
で
、
頁

剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
課
題
で
も
あ
る
．

　
　
弟
方
、
今
日
ほ
ど
塚
庭
に
お
け
る
子
ど
も
へ
の

対
応
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
そ
れ
は
、

「
子
ど
も
の
問
題
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ヂ
、
れ
の

子
ど
も
の
事
情
は
異
な
り
、
決
し
て
画
一
的
な
対

応
だ
け
で
済
む
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
ひ
と
り

ひ
と
り
の
特
性
に
児
合
っ
た
、
そ
し
て
自
主
性
を

尊
重
し
た
対
応
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
親
か
ら
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

，
「
家
族
の
一
員
」
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
ら

の
問
題
は
白
ら
解
決
し
て
い
け
る
子
ど
も
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
私
た
ち
は
、
”
子
ど
も
の
原
点
“

に
帰
っ
て
、
改
め
て
「
．
r
ど
も
の
し
あ
わ
せ
」
と

い
う
も
の
を
考
え
直
し
て
み
た
い
も
の
だ
。

○
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
　
一
一
件

◇
失
対
就
労
者
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願

◇
失
対
就
労
者
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願

r
以
上
二
件
、
請
願
項
目
の
中
で
、
区
で
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
趣
旨
に
沿
う
よ
う

に
努
力
さ
れ
た
い
。
夏
期
手
当
に
つ
い
て
は
、
二

十
三
区
と
の
関
連
も
考
慮
し
、
す
み
や
か
に
支
給

で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

（
奥
沢
ヒ
丁
目
1
9
）

調
市
学
園
第
六
期
建
築
計
圃
に
関
す
る
請
願
（
東

．

E
川
二
噌
J
目
2
0
）

■
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

区
藍
中
学
校
整
備
充
実
に
関
す
る
請
願

～

O
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
区
民
衛
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

「
未
就
学
児
フ
ッ
化
物
塗
布
委
託
費
」
を
昭
和
5
5

年
度
世
田
谷
区
弄
算
か
ら
削
除
す
る
件
に
つ
い
て

の
請
願

代
々
木
病
院
揖
護
婦
寮
内
診
療
所
設
置
反
対
に
関

す
る
請
願
（
桜
丘
四
丁
目
7
）

■
環
境
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
九
件

成
城
地
区
の
環
境
破
壊
阻
止
の
為
の
緊
急
対
策
に

関
す
る
請
願

佼
成
学
園
前
通
り
の
通
行
規
制
の
現
状
確
保
に
関

す
る
陳
悟

騒
音
規
制
に
関
す
る
請
願
（
砧
丘
丁
目
地
域
）

失
対
就
労
者
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願
　
三
件

多
摩
川
新
堤
防
案
に
関
す
る
請
願

ア
ー
ル
．
エ
ス
．
コ
ー
ポ
建
設
に
関
す
る
請
願

○
肛
休
み
を
前
に
、
今
回
の
定
例
会
で
は
．
子
ど
も
〃

を
め
ぐ
る
ホ
ッ
ト
な
議
論
が
目
甑
ち
ま
し
た
。
「
子
ど
も

の
祐
会
」
に
も
、
時
代
の
変
化
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

○
そ
こ
で
編
集
部
も
、
「
ヂ
ど
も
」
に
焦
点
を
あ
て
て
編

集
し
て
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
”
少
年
・
少
女
時
代
”

を
思
い
起
こ
し
、
次
の
時
代
を
琢
え
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
、

○
「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
…
」
と
の
指
摘
を
、
新
議

員
か
ら
受
け
ま
し
た
．
他
区
の
担
当
者
と
も
、
錘
年
研

究
し
あ
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
区
民
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

○
厳
し
い
暑
さ
が
終
わ
る
9
月
中
旬
頃
、
第
三
回
定
例

会
が
開
か
れ
ま
す
、
区
議
会
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

（
坦
）
一
、
一
、
、
内
線
珊
～
鵬
、
区
議
会
事
務
局
ま

で
ど
う
ぞ
、
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